
令和６年度 県立学校コミュニティ・スクール推進事業研修会 

（みつめなおして、よりよく②） 開催報告 
 

１ 趣旨   学校と地域が一体となって子どもを育む「地域とともにある学校づくり」

の実現に向けて、県立学校のコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

を価値あるものへと導くための方策を講演や熟議体験を通して学び、コミュ

ニティ・スクールの円滑かつ効果的な導入や取組の充実に資することを目的

とする。 
              

２ 主催    滋賀県教育委員会 
 

３ 対象 参加者 113名（会場 44名、オンライン 69名） 

（１）県立学校（中学校・高等学校・特別支援学校）教職員 

（２）「学校を核とした地域力強化プラン」事業担当者 

（３）市町立校園教職員 

（４）学校運営協議会関係者、学校評議員 等 

（５）県および市町の社会教育委員 

（６）社会教育士 

（７）「地域連携担当者」等新任研修受講者（選択研修） 
 

４ 日時  令和６年７月２日（火）13:30～16:30 
 

５ 会場   滋賀県庁 東館７階 大会議室 
 

６ 内容 （１）話題提供…県立学校地域協働モデル事業について（県生涯学習課） 

     （２）講演（オンライン講演） 

演題：「県立学校のコミュニティ・スクール ～価値あるものへ～」 

講師：菅野 祐太 氏  

（認定ＮＰＯ法人カタリバ ディレクター、兵庫教育大学大学院 准教授） 

     （３）ワークショップ 

テーマ：「学校運営協議会の進め方 ～熟議に学ぶ～」 
 

７ 話題提供・講演・ワークショップについて  

  話題提供は、今年度から実施している「県立学校地域協働モデル事業」についておこ

ないました。コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進を図るため、県

立学校に地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）を配置し、幅広い地域住民

等の参画、地域と学校の連携・協働体制を構築し、子どもたちを支え、魅力的な学校づ

くりと地域の活性化につなげる取組をモデル的に進めるものです。モデル校と地域コー

ディネーターを紹介させていただきました。 

  講演は、認定ＮＰＯ法人カタリバのディレクターとして活動するだけでなく、大学の

准教授や文部科学省「コミュニティ・スクールの在り方等に関する検討会議」委員とし

ても幅広く御活躍の菅野 祐太 氏に岩手県よりオンラインで御講演いただきました。 

  コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の経緯を踏まえ、その概念をソーシ

ャル・キャピタル志向とスクール・ガバナンス志向に整理いただき、その両面を統合し

てコミュニティ・スクールを進めていく視点について御教示いただくことで、参加者の

理解を深めていただきました。 

  また、岩手県立大槌高等学校の事例では、“あるべき未来”を実現していくためのコミ

ュニティ・スクールの取組に多くのヒントをいただきました。 

ワークショップでは、会場・オンラインともに５～６人のグループに分かれ、熟議のロ

ールプレイを行いました。“答えのない問い”に対して多様な立場の関係者が、心理的安



全性を確保したうえでの対話の重要性を実感する良い機会となりました。 

 

８ 参加者のアンケートより 

【講演について】 

○“ＣＳには正解はない”という言葉が印象的です。 

学校にとって、子どもたちにとって何が必要か、 

何をみんなでつくっていきたいか、改めて考えて 

いきたいと思いました。 

○実際の大槌高校での取組が聞けてよかった。ボトムアップで高校生の集会や教職員の

議論からスタートされているところからコンセプトを作られていることが大切だと思

いました。 

○コミュニティ・スクールを運営していく上で大切なことは、まずは関心をもって自分

事として捉えてもらうことだと感じました。また、「関係の質」が良い対話のサイクル

を生むということもわかりました。学んだことをいかしてより良いコミュニティ・ス

クールにしていきたいと思います。 

○今まであまり知らなかったコミュニティ・スクールの原点を知ることができた。学校

それぞれの状況に応じた、それぞれの取組ができることがわかった。 
 

【ワークショップについて】 

○熟議体験、とても楽しく取り組めました。自分とは異なる立場の方々との“なりきっ

た”やりとり。心理的安全性のもと生き生きコミュニケーションできました。こんな前

向きなやり取りは、とても実りがあると感じました。 

○それぞれの立場にたって考えることができた。前半の講演を踏まえて、関係の質よく

熟議ができたと思います。それぞれの思いを出し合いながら、より良い校則について

話し合うことができました。 

○心理的安全性を確保されたグループでした。各々が互いをリスペクトしている中で、

熟議することの大切さを学びました。 

○教員と違う立場で考えることが大変勉強になった。参加された皆さんが積極的ですば

らしいワークショップになりました。 
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ワークショップの時間はいかがでしたか。

大変学びがあった

学びがあった

あまり学びがなかった

その他（無回答を含む）
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認定ＮＰＯ法人カタリバ菅野祐太氏の講演

はいかがでしたか。

大変学びがあった

学びがあった

あまり学びがなかった

その他（無回答を含む）

54%
23%

5%

9%
3%
2% 2% 2%

所属・職種について

学校・園の教職員

学校・園の管理職

教育委員会の事務局職員

学校運営協議会委員・ 学校評議員

地域学校協働活動推進員・コーディネーター等

県・市町社会教育委員

社会教育士

その他（無回答を含む）


